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○平成24年の笹子トンネル事故を契機として、インフラの老朽化対策を国全体の重要課題として明確に位置付け。
その後、平成25年を「社会資本メンテナンス元年」とし、予防保全型メンテナンスへの転換を推進。

○令和7年1月に発生した八潮市の道路陥没事故を踏まえ、国土交通省では、2025年2月から有識者委員会（全9回）を設置、
2025年12月に「第3次提言 信頼されるインフラマネジメントの戦略的転換」を取りまとめ、国土交通大臣に提言書を手交。
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インフラ老朽化対策に関する国土交通省の最近の取組み

出典：第１回インフラマネジメント戦略小委員会 配布資料



○令和７年１月２８日に埼玉県八潮市で発生した下水道管の破損に起因すると思われる道路陥没事故を踏まえ、今後、
下水道等の劣化の進行が予測される中、同種・類似の事故の発生を未然に防ぐため、大規模な下水道の点検手法の見直し
をはじめ、大規模な道路陥没を引き起こす恐れのある地下管路の施設管理のあり方などを専門的知見から検討。
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「下水道等に起因する大規模な道路陥没事故を踏まえた対策検討委員会」

出典：下水道等に起因する大規模な道路陥没事故
を踏まえた対策検討委員会

主な検討対象

・下水道など大規模な道路陥没を引き起こす恐れのある地下管路

主な検討項目

１)重点的に点検を行う対象や頻度、技術など点検のあり方
２)道路管理者をはじめとする他の管理者とのリスク情報の共有等のあり方
３)事故発生時の対応
４)今後の施設の維持更新や再構築とそれらを支える制度のあり方
スケジュール・主な議論内容

主な議事日程回数

道路陥没事故の概要、下水道施設管理等の現状、今後の論点等２０２７年２月２１日第１回

水道漏水事故、全国一斉調査案、埼玉県からの提案等２０２７年３月３日第２回

下水道管路の全国特別重点調査の実施（提言）等２０２７年３月１１日第３回

今後のスケジュール（案）、他管理者とのリスク情報共有等２０２７年３月２６日第４回

第２次提言の骨子及び基本的な考え方（素案）２０２７年４月２４日第５回

第２次提言（案）、全国特別重点調査の実施状況等２０２７年５月１６日第６回

管路メンテナンス技術の高度化・実用化に向けた取組方針、管路
の点検、戦略的再構築等のあり方、インフラ全般のマネジメントの
あり方等

２０２７年７月２４日第７回

第３次骨子案、インフラ全般のマネジメントを推進する基本的な方
向性等

２０２７年９月１７日第８回

第３次提言（案）、全国特別重点調査（優先実施箇所）結果等２０２７年１１月５日第９回

事務局

上下水道審議官グループ、大臣官房技術調査課、
総合政策局、道路局



○下水道に限らずインフラ全般を対象とした、点検や対策に「メリハリ」を付けた、より効率的・効果的な維持管理の必要性に
関する提言（第3次提言）を取りまとめ（2025年12月1日）。

○新たなインフラマネジメントに向けた５つの道すじと、その実現に向けた考え方を示している。
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第３次提言「信頼されるインフラのためのマネジメントの戦略的転換」（概要）

出典：下水道等に起因する大規模な道路陥没事故を踏まえた対策検討委員会



○第３次提言を踏まえ、国土交通大臣による「今後のインフラのマネジメントのあり方」に関する諮問の実施、令和7年12月25日､
社会資本整備審議会・交通政策審議会技術分科会技術部会における「インフラマネジメント戦略小委員会」が設置。

○特に、財政面・体制面での支援体制の強化に加え、新技術や民間ノウハウの積極的活用に関して
具体的な議論が進められている段階（第1回：2026年1月30日、第2回：2026年2月26日、第3回：2026年4月16日 ）。
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インフラマネジメント戦略小委員会（概要）

出典：第１回インフラマネジメント戦略小委員会 配布資料


